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研究成果の概要（和文）：　男性を対象とするドメスティック・バイオレンス（DV）対策において先進的である
スウェーデンの取り組みについて、「男性のための危機センター」等の調査により、明らかにした。DVの男性加
害者／被害者のそれぞれに提供されている支援の概要や、その課題についての知見を得た。男女平等の推進の立
場から、男性の危機の解決を目指すスウェーデンの取り組みは、わが国の男性問題の解決にも、大いに参考とな
るものであった。研究成果の公表については、学会の報告等を通じて行なった。

研究成果の概要（英文）： We researched on Swedish advanced initiatives targeting men against 
domestic violence through investigations of institutions and organizations such as "Crisis Centre 
for Men" . We gained findings on the service contents providing  for both male assailants and 
victims of DV and on the problems to be solved in Swedish measures. From the standpoint of promoting
 gender equality, Swedish efforts to solve the crisis of men are  also a great reference for solving
 the male gender problems in Japan. We made public our research results through reports in academic 
societies etc.
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１．研究開始当初の背景 
「第 3次男女共同参画基本計画」（2010年

12 月閣議決定）において、「男性・子ども」
の分野（第 3分野）が初めて設定され、男性
の意識改革や男性相談・支援等の対策が展開
しつつある。その中でも、男性を対象とする
ドメスティック・バイオレンス（DV）対策
は、喫緊の政策課題といえる。 
男性を対象とする DV対策では、まず、予
防啓発や、男性加害者への教育・更生プログ
ラム等に注目が集まった。そして、近年は、
男性被害者についても関心が高まってきて
いる。しかしながら、わが国においては、相
談・支援等を含め、男性を対象とする DV対
策の研究は、未だ十分に行われているとはい
えない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、男性を対象とする DV対
策において先進的であるスウェーデンの取
り組みの概要や、その課題等について、ジェ
ンダー論（とりわけ男性学・男性性研究）の
視点から、調査、分析を行い、わが国におけ
る男性を対象とする DV対策に関する政策・
施策・事業や、市民活動等への展開の可能性
について、考察することである。 
 
３．研究の方法 
文献研究と調査研究を実施した。調査研究
の概要は、次の通りであった。 
1) ヨーテボリ市の機関である「男性のため
の危機センター」（「ウート・ヴェーク・
男性」を含む）の施設職員への面接調
査の実施と分析。2015（平成 27）年 9
月に実施。 
2) ストックホルムにある NGO「男女平等を
めざす男たち」の活動家への面接調査
の実施と分析。2016（平成 28）年 8月
に実施。 
3) 男性のための危機センターの全国組織
である「スウェーデン・男性のための
危機センター協会」の代表者への面接
調査の実施と分析（イェーブレ）。2016
（平成 28）年 8月に実施。 
4) 男性被害者も受け入れる「レイプ被害者
緊急外来」（南総合病院内、ストックホ
ルム）の医師、職員への面接調査の実
施と分析。2016（平成 28）年 8月に実
施。なお、本調査は、当初の研究計画
にはなかったもので、2015 年度の調査
の中で、新たに浮上したものである。 

 
４．研究成果 
(1) 「男性のための危機センター」（「ウー
ト・ヴェーク・男性」を含む）の調査で
は、公立の社会福祉施設として、男性加
害者／被害者に対して提供している諸サ
ービス（相談、非暴力グループ、父親グ
ループ、宿泊施設等）の概要や課題等に
ついての知見を得ることができた。男性

加害者を家族から切り離すための宿泊施
設は、特記すべきものであった。また、
外国にルーツのある男性や HBT（LGBT）
などのマイノリティ男性に対して、積極
的にアプローチしていることも特徴的で
あった。さらに、男女平等を目指す立場
から、男女平等の推進が男性たちにも変
化を要求し、それに伴い男性に危機が生
じることを予想し、その対応として当該
施設を設置し、さまざまなサービスを提
供していること、また、男性の加害者性
をふまえた上で、現実の問題にある問題
として、「男性自身が困っている」という
意味での男性問題について、その解決に
取り組んでいることは、わが国にとって
も参考となるものであろう。 
(2) NGO「男女平等をめざす男たち」の調査で
は、民間団体として、また、主にカウン
セリングや短期の心理療法を提供する心
理療法センターとしての活動の概要や課
題等について、知見を得ることができた。
しかし、当該 NGO の活動は効果があるよ
うではあるが、依拠する心理学理論等が
一般的でないため、わが国への導入につ
いては、慎重な検討が必要であろう。 
(3) 「スウェーデン・男性のための危機セン
ター協会」への調査では、スウェーデン
全土で 30 か所（2016 年現在）を数える
男性のための危機センターが共通して抱
える問題等（行政との協働、資金獲得の
困難さ等）について、知見を得ることが
できた。男性のための危機センターを結
びつけることで、その活動を向上させる
等の全国組織の必要性や、フェミニズム
との協力の重要性については、わが国に
おいても、大いに参考となるものである。 
(4) 「レイプ被害者緊急外来」への調査では、
医療機関として提供している、レイプの
男性被害者に対する緊急的な医療的なケ
ア等の概要や、その課題等について、知
見を得ることができた。レイプについて、
男性もまた心身に傷を受け、支援を必要
としていることに着目し、365 日 24 時間
体制で、危機に直面している被害者を受
け入れ、救急治療とケア、そして、その
後のフォローアップを総合的に提供して
いることは、わが国においても、大いに
参考となるものであろう。 
(5) 今後の課題は、上記の成果をふまえ、さ
らに DV 対策の研究を中心に、男性を対
象とするジェンダー平等政策に関する研
究を深化させていくことである。そのた
めに、本研究では、実現できなかった男
性加害者／被害者に対する聞き取り調査
等を実施したい。なお、本研究の成果は、
「（仮）男性危機-国際社会の男性政策に
学ぶ-」として出版される予定である。 
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